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9月 7日 (土)(午前 A会場)

共通テーマ :医薬品開発の国際協調に関する統計的

諸問題

座長 山之内製薬 魚 井   徹

A‐1 統計解析ガイ ドラインの国際的調和における

問題点

東京理科大学 吉 村   功

統計数理研究所 佐 藤 俊 哉

日本,USA,EUの間で行なわれている,新薬認可

のための臨床試験の統計解析ガイドラインの調和に

ついて報告があつた.現在は,共通ガイドライン案

の条文作成の段階であること,国内ガイドラインの

改訂が必要であること,統計案の認定制度が必要に

なつてくること,来年夏までには合意に達するよう

作業が進められていること,な どが報告され,実際

案からの質問が数多く出された。

A:2.抗がん剤開発 。日米の比較

東京大学医学部 健康科学・

看護学科 疫学 0生物統計学 大 橋 靖 雄

国際ハーモナイゼーション及び抗癌剤の承認審査

を早めるとし―ゝうFDAの声明を受け,と くに外資系

企業においては,早期 (第 1相)か らの国際的な共

同開発体制により抗癌剤開発のスピードアップが図

られることは疑いがない.第 1相試験の同時進行,

あるいはデータの相互利用による無駄なステップの

省略,PKデータの解析による初期からの人種差の

検討おホびPKデータベースの国際的共有,大規模
試験を必要とする補助療法試験の国際共同化など,

統計方法論に与える影響と,逆に統計方法論が与え
うるインパクトについて論じてみたち

4¨, 臨床評価年おける検証と探索

1 日本ヽキスト・マリオン・

ルセル株式会社 上 坂 浩 之

山率内製薬株式会社 魚 井   徹

ICHの精神では,臨床開発における相概念を脱却
し,1新薬の有効性と安全性を確認し承認事由と適正

使用の情報を獲得する最適な方策を,倫理的・科学

的規範に則って選択できる.こ れに呼応して,試験

計画において検証命題 と探索命題を明確に区別し,

第 1種の過誤を制御することが厳しく求められる.

演者らは,目 的とした医学上の命題についての結論

を導くための推論の進め方を試験計画に明示するこ

との必要性を主張し,推論の構造化の方法と事例を

不した.        :

A‐4 臨床試験における総合評価について

日本ベーリンガー 鍵 村 達 夫

化血研 松 尾 富士男

中外製薬 斎 藤   誠

日本臓器 安 藤   毅

ノボ 0ノ ルディクス 遠 藤 淳 子

帝国臓器 佐 藤   浩

東菱薬品 南 達 俊 哉

本邦の新薬開発における臨床試験では,有効性評

価に全般改善度などの総合評価が一般的に使用され

ている。本報告では,本邦における評価方法の現状

調査,.海外での臨床試験との評価方法の比較,お よ

び妥当性・信頼性・感度など測定方法が本来有すべ

き特性について検討し,総合評価にお1け る信頼性研

究等の精神測定的アプローチによる検討の必要性を

指摘した。

9月 7日 (土)(午前 B会場)

共通テーマ :データ 0サ イエシス (I)

座長 東京大・経済 竹 村 彰 通

コメンテーター

明治学院・国際 竹 内   啓

B_1 マルコフ・チェーン モンテカルロ積分の情報

幾何

統計数理研究所 江 口 真 透

お茶の水女子大学大学院

情報科学 小 川 奈美子

マルコフチェ‐ン・モンテカルロサンプリングを

利用して高次元定積分を求める方法について考察し

た。アルゴリズムでは定積分が既知である関数 /。 を
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取り,これと被積分関数/を ワンパラメータσ([0,

11で結んだ関数んの一次元関数の積分に帰着する.

この方法に必要なパス,刻みの最適性について情報

幾何的アプローチをした.

B‐2 Wavelet変換による周波数推定とその一致性

:こ つ いて

Xlに1恥=Σ%=1■ヵ(に1恥θ:ω孤〃Ⅳ)十 ε(に|ヽ とい う

シグナルの観測値から,Wavelet変換を用いて,そ

の周波数 {ω″}″=1を推定する問題を考えた。まず,振

幅五″(′)が一定である場合の推定方法を示し,そ の

推定量が一致推定量となることを示した.次 に,

A"(′)が時間とともに変化する場合についてもある

条件を付ければ,振幅が一定の場合である方法で,

周波数が推定でき,その推定量も一致性を持つこと

を示した:最後に,別の方法を提案し,これら二つ

の方法の比較を行った.

B‐3 複数個のスィヾイクをもつイメージデータのウ

ェープレット解析について

雑音の付加した平面データに複数個の鋭いピーク

が入つているイメニジデータの分析をドーベチーの

ゥェープレットとスケーリング関数を正規直交基底

として用いて, 2次元ウェーブレット変換を行い,

その変換係数を通して,このような特異な構造のあ

るイメージデータの圧縮とその再構成近似の問題を

考察した.

B‐4 局所的特異性を正確に再帯成するウェープレ

ットフィルターについて     ,
大分大学 校 村

首 藤

永 井

高さの異なる複数個のシヤープなスパイク状の構

造を持つ,測定ノイズの付加した信号を,ウ ェTブ
レット関数を直交基底として利用することで,効率

のよい圧縮を行い,で きるだけ正確にスパイクのピ

ークの真の高さが再構成できるような信号圧縮フイ

ルターについて考察を行なつた.ま た,そ の挙動を

数値的に評価した.

第26巻 第 3号 1996

B‐5 21世紀における航空の考察

酒 井 正 子

21世紀の航空交通には少量多頻度が求められる。

87年広島・松山・大分の 3都市を結ぶ都市間コミュ

ーターが時代を先取りして就航したが,重カモデル

による予測結果と現実とに乖離がありすぎ, 4年間

で中止となった。 2地点間の経済・交通ポテンシャ

ルと親近性とは別物であるという仮説を立て,デー

タに電話通話皇と人口を用い,MD,分析により47

都道府県間の親近性を測定した結果,データカロエの

仕方で差が出たが,広島・愛媛・大分の 3県間の距

離が東京 との距離比較において,大 きいことを示す

結果が得られた
`

B‐6 ミクロ統計データ活用の社会的基盤一新重点

領域研究一

一橋大 松 田 芳 郎

9月 7日 (土)(午前 C会場)

共通テーマ :計量準済分析の新たな展開 (1)

座長 東京大 0教養 縄 田 和 満

コメンテーター ~橋大・経研 刈 屋 武 昭

C‐1 金融ポラテイリテイの非対称性

東京大・経済 国 友 直 人

統数研 佐 藤 整 尚

金融時系列の動きに非対称性が存在していること

はよく指摘されてきた.'ま た,株価のデータなどに

おいてはその条件付き分散のモデリングが盛んに行

われている.今回の報告では,そ の 2つの特徴を表

したモデルとしてARCHタ イプの誤差項をもつ同

時転換自己回帰モデルを考え,そ の性質を調べた。

C・ 2 0n the Estimation of ShOrt Memory volar

tuity MOdels uILdei L)ng MemOry Stochas¨

tic Volatiuty Process

立教大学 白 石

MTEC 高 山

高周波数領域の金融時系列 デ‐夕に対 して

GARCH,EGARCH,確率ポラリティリティ・モデ

ルといつたショートメモリニ・モデルをあてはゆる

と,余ラティリティ方程業に単位根問毒が発生する

ことがよく知られている。本報告では,時系列デー

タがロングメモリー確率ボラティリティ・プロセス

によつて生成されると仮定したときに,誤?て シヨ

T卜 を推定すると,ボラティリテイに単位根問題が

慶応大学 高 際   睦

柴 田 里 程
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観察されることをモンテカルロ・ シミュレーション
 9月 1日 (土)(午後 A会場)

に基づいて検討した.

医学統計 (I)

座長 九州大・数理 柳 川

A‐1 食習慣の回答の誤分類と時間変化によるリス

ク評価への影響

東京大・医 橋 本 修 二

東京大・医 中 井 里 史

国立がんセンター 坪 野 吉 孝

食習慣 27項 目について,ほぼ同時期に実施した 2

回の調査データから,回答の誤分類の大きさを推定

した.時期の異なる3回の調査データから,誤分類

を考慮した上で,回答の時間変化の大きさを推定し

た。また, リスク評価において,誤分類 と時間変化

が過小方向に大きく影響することが試算された.

A,2 Gibbs Samplerに よる多施設癌臨床試験の統

計解析

日本の癌第Ш相臨床試験では,必要な患者数を効

率よく集めるため,多数の施設で試験が実施される

が,試験実施に際し,施設差は大きな問題の一つと

考えられてきた.施設を計画・解析段階でどう考慮

するかには様々な意見が存在するが,本報告では,

施設間差を集団と治療効果の全体平均からの偏差と

捉えた,変量効果を含む比例ハザードモデルを考え

た.パラメータ推定には,近年医学研究への応用例

が増えてきているGibbs samplerを 用ぃた.胃癌治

癒切除例に対する免疫化学療法の多旋設臨床試験デ

ータの解析結果を紹介した.

A‐3 Estil■ ation of age‐ specinc reference

ranges via s■oother AVAS

国立公衆衛生院 丹 後 俊 郎

加齢とともに変動する臨床検査値 (特に小児)の

基準値を推定するための新 しい方法 をsmoother

AVAS(1988)と Tangoの方法 (1986)を 組合せる

ことにより提案した.100項 目以上の臨床検査値 (そ

れぞれ,月齢データ,年齢データ,男女別に計 4種

類)で検討してみたところ十分に満足できる結果が

得られた.最近,欧米で提案されている方法との比

較が残された課題の一つである.

C:3 マタロ計量経済シミュレーションの超簡易シ

ステムxtspの 紹介

近畿大学 0大学院 斎 藤 伸 孝

近畿大学・商経 平 井 聖 司

神戸大学・農 内 田 幸 夫

我々は,パ ソコン版のTSPに よるマクロ計量経

済三デルの作成,およびシミ子レーションが,いゎ
ゆる計量経済学の初学者にでも理解しやすい操作に

よって容易に,かつ出力結果をコンパクトなテープ

ルにまとめることで,比較や検定が効率的に行える

TSP援助システムXtSpを 作成した.今回の学会で

は,xtζ p作成の主旨,使用方法,活用例および今後

の展開などについての報告を行った。

C‐4 東京都におけるごみ排出量関数の推計

創価大学・ システム研 木 村 富美子

東京都立大学・都市研 萩 原 清 子

東京都のごみ (一般廃棄物)減量化対策の検討を

目的とし回帰モデルによるごみ排出量関数の推計を

行った
`東

京都 23区全体のごみ排出構造を分析し,

排出量に影響を与える要因を検討するため,排出量

関数を①排出主体別ごみ②種類別ごみの各々に分け

て推定した.マ クロモデルヘの組み込みが可能なよ

うな経済変数による説明を試みた.推定期間は第 2

次オイルショック以降から最近まで (1980-1993)と

した.

C¨5 パネルデニタモデルにおける無限個の線形制

約の検定

大阪府立大学経済学部 吉 田 あ つ し

パネルデータを用いた統計モデルでは,位置パラ

メータが各個体毎に異なるか否かが重要な問題の一

つである:こ の仮説検定の特徴は,対立仮説におけ

るモデルには無限個のパラメータがあり,帰無仮説

はその無限個のパラメータの無限個の線形制約にな

つているという点である.こ こでは,Durbin‐ Wu‐

Hausman検定を用いた。この検定で必要になるの

は,推定可能な局外パラメータの二つの推定量であ

り,そ のうちの一つは帰無仮説の下でのみ一致推定

量であり,も う一つは,帰無仮説の下でも対立仮説

の下でも一致定量でなければならない。このような

2つの推定量の正規化された差を用いて,上記の検

定に対する検定統計量を導出した.

東大医学部 松 山   裕

大 橋 靖 雄
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A¨4 -般化推定方程式を用いた経時的順序カテイ

リカルデータの解析

放影研・統計 中 島 栄 二

一般化推定方程式 (GEEIを 用いた経時的順序カ

テゴリカルデータの一つの解析方法を示した。これ

はMcCullagh uttS3,1980)の モデルの経時的モ

デルヘの直接的な拡張である.相関を入れない独立

推定方程式 (IEE)の場合,こ のモデルはMillerら

(3ο %ο″む,1993)及びLipsitzら

“

滋ムMedi,1994)

のモデルと同等である.しかし,相関構造をいれた

場合には,それらと同等とはならない.さ らに,こ

のモデルにはAR(1)の相関構造 もいれることがで

きる.講演では,■つの適用例を示した.

A‐5 医学データの統計解析における最大対比法の

活用

東京理科大学 吉

東京大学 浜

最大対比法という概念にもとづいて,従来のいく

つかの手法を整理し,そ れを有効に活用することが

提案された.こ こで最大対比法とは,一元配置型で

水準に順序がある場合に,そ の順序に関係する対比

の組を用意し,その標準偏差の推定値で基準イ

“

した

二組の統計量の最大値にもとづいて,仮説検定,多

重決定;モデル選択を行なう方法の総称である。医

学データに関しては至適用量の選択や無毒性量の推

定に利用できるとのことであつた.

A‐6 症例の不均二性に起因するログランク検定の

検出力低下について

九州大学医学部医療情報部 赤 澤 宏 平

長崎大学医療技術短期大学部 中 村   剛

九州大学医学部医療情報部 野 瀬 善 明

臨床試験の薬効評価で用いられるログランク検定

は,症例は均一であると仮定している。ところが実

際の臨床試験で集められる症例は均一ではない。そ

こで,予後因子の分布は全ての群で同下であるが,

各々の群内の症例が不均一な場合のログランク検定

の検出力を検討した。症例の層別による検出力低下

の原因を立証し,次に層別ログランク検定の検出力

低下の程度をシミュレーションで推定した.

A‐7 定期検診を考慮 した症例数設定法の提案

東京理科大学・工 松 井 茂

宮 岸 秀

第 26巻 第 3号 1996

検診時でしか評価できないような無作為化臨床試験

における症例数設定問題を考えた。応答である再発

時間が区間打切 リーを受けるため,区間打切 りを考慮

した検定方式を考えた.そ の際,再発時間に指数分

布を仮定し,群間で比例ハザード性を仮定しな.症

例数設定では,定期検診間隔を対照群の再発時間の

平均定数倍で表すことより,定期検診を明示的に考

慮できることを示した.

A‐8 皮膚刺激性試験におけるプロック効果の調整

法

東京理科大学・工 安

ヤンセン協和 斉

味の素 KK 'H
坂

皮膚刺激性試験において被験者のプロックごとに

被験物質が異なるときに,反応値を全ての物質で比

較する場合を考えた.こ のとき各プロックのプロッ

ク効果の間には大きな差がなぃという考えに基づい

て,全プロックに共通な標準物質の反応値から縮小

推定量であるStein推定量を用いてプロツク効果を

求め,そ れに基づいて他の物質の反応値を標準化す

ることを考えた.

A¨9 血庄日内変動のプロフアイル解析

東大・工 広 津 千

東大・工 青 野 和

協和発酵 安 達 絵

当該データは 24時間後の値が原則 として原点付

近に戻る点に特徴がある.そ こで以前にプロフアイ

ル特徴付けのために提案した累積ノ型統計量から

線形項を除いたχ
+2型統計量に基づく方法について

検討する。また,誤差分散推定のための統計量とし

て,累積カイニ乗およびχ
ヤ2と 逆特性を持つ統計量

を提案し,実際のデータに適用した結果を報告した。

9月 7日 (土)(午後 B会場)

共通テーマ :データ・サイエンス (Ⅱ )

座長 高千穂商科大 渋 谷 政 昭

B_1 デ‐夕の品質とマネジメント

慶應義塾大学理工学部 椿   広 計

製造物責任に対する意識向上に伴い,統計家はデ

ータ品質を適切にマネジメントする責務が課せられ

た.こ こでは,デ ~夕 品質定義の階層性とその指標

を議論し,質的データの品質表示に関わる理論的問

紀
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友
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由
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再発事象をエンポイントとし,再発の有無を定期
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題‐とその一般線形模型に立脚した対処を考察した.

また,データ品質マネジメント活動が,品質向上,

品質問題解消,品質維持の3側面からなり,これら

の活動が社会に対して透明性を確保した上で行われ

るパさことを主張した・

B‐2動物実験代替法パリデーション研究のデー

タ・マネジメント
' 

東京理科大・工 大 森   崇

日本動物実験代替法学会が主催したバリデーショ

シ研究のデ=夕
°クリーニング作業を紹介し,複数

の組織が共同で行う研究におけるデータの質の低下

とデ■夕の質の管理法について議論した.実際のデ

■夕・タリ‐ニング作業の経験を提示し,なぜクリ

■ニング作業が必要となったかという原因の把握と

今後どのよう,にすればクリ早ニング作業が低減でき

るかを考えた。

B=3 全数選別における選別能力と潜在不良総数の

推定について

塩野義製薬 (株)製造本部 町 原

安 藤 義

長 岡 明

林 多 嘉

不良品検出能力 θが既知の場合に,全数選別での

検‐出不良個数スから未知の総不良個数Dを点推定

し:1確信度係数を導入することによりDの確信区間

を構成した.次に,θ が未知の場合にr回の非復元反

復全数選別により得られる不良品の個数記録から, ′

θとDを最小二乗法により推定するアルゴリズムを

重嚢換基tlttTttik勇暮唇急竃71輩ξF反

復

1■11綺財ソフトと情報リテラシー

|二 :‐ 1  盛曖大学経済学部 新 村 秀 一

=統
計ソフトの普及の時代は終わった.今後はイン

考■ネ´ぉ等の他の情報イヒ技術と共年し,利用対象

を企業や大学などの一部の人から,ホ ワイトカラニ

全般の知的共有財産として普及させる事が目標だ.

|また大学では,統計教育を,情報リテラシー教育

を含め再編し,多 くの学問分野の触覚になる必要が

ある.‐
■||          ′

■きのよ:う :な「素人が間違いなく統計を多用」でき

る時代入導くため,利用者教育,デ‐夕やソフトの

解析事例の調査を行い,そ の成果をWebに公開す

る●まだAIで統計知識の共有と利用を計るべきだ。

B‐5 統計学におけるインターネットの活用につい

て

多摩大学 今 泉   忠

情報収集の手段 としてインターネットが活用され

るようになってきた.こ の活用について述べた.本

報告では,初めに,イ ンターネットの特徴 と仕組み

(TCP/1P,低費用, ドメイシ名,HTTP)な どにつ

いて述べた.次に,基本的なサービスについて,そ

の仕組みも述べた1情報の活用として,呻 サー

ビスを例 として述べた.今後は活用のみではなく,

データを提供することが重要であるとの観点から情

報提供サービスの内容と,そ の場合に留意しなけれ

ばならない点についても言及した.

B‐6統 計パ ッケージ SⅡAZAMの WWWイ ンタ

ーフェース

ー橋大学経済学部 中 野 純 司

Univ.of British ColШbia K:Jo White

WWW(World wide Web)は 使いやすいユーザ

ーインタ‐フェ,ス と情報提供の容易さによって,

インタ‐ネットの役割を飛躍的に拡大した。また,

分散処理のための簡単なプロトコルも提供 してい

る.われわれは統計パッケージSHAZAMか らこれ

らの機能を利用できるようなインタ=フ ェースプロ

グラム を開発 した。これ によ り,こ れ までの

SHAZAMプログラムをわずかに変えるだけで,分

散処理 と遠隔地からのデータやプログラムの読み込

みが可能となつた.

B‐7 デ‐夕辞書を用いたデータ分析システム

デニタベースのデータ辞書に登録されている情報

とシソーラスを組みあわせることによリデータのチ

ェック等が行える.こ のためにはデニタ,特にデー

タ名の標準化をすすめる必要がある。インターネッ

トを利用した辞書の共有を含め,こ れを利用したデ

ータ分析システムについて発表を行った。

B…8 データ 0サイエンスにおけるデータベースの

役割

慶應義塾大学理工学部 柴 田 里 程

コンピュータの圧倒的な進歩とネットワーク社会

の到来は,統計科学にも新しいパラダイムヘの脱皮

を要求している.こ の新しいパラダイムはデータサ

イエンスつまり「デニタを対象とする科学」である.
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もちろん主目的はデータの解析であるが,そ こに至

るまでのさまざまなフェーズを含む研究分野であ

る。このサイエンスの車の両輪はデータの抽象化と

実験による検証であるが,こ れを支えるインフラと

してのデータベースはどのようなものであるべき

か,またそれをどう構築したらよいかについて提案

と議論を行なった.

9月 7自 (土)(午後 C会場)

共通テーマ :計量経済分析の新たな展開 (Ⅱ )

座長 東京大・経済 国 友 直 人

コメンテーター

帝塚山大・経済 畠 中 道 雄

C‐1 季節調整法の評価について一移動平均型調整

法とモデル型調整法の比較―

日本銀行調査統計局 木 村   武

季節調整法を移動平均型調整とモデル型調整に分

類した上で,「適切性 (季節変動が完全に除去されて

いるかどうか)」 や「安定性 (新規データの追加によ

る季調済系列の改訂幅が十分小育いかど,か )」 など

の観点から,各種方法の評価を行なった.そ の結果,

現在利用可能なソフトウェアの範疇では,米国商務

省センサス局が今年一般公開した移動平均型調整法

「X-12-ARIMA」 のパフォーマンスが最も良いとの

結論を得た。

C‐2 労働経済学における実証分析一日本における

女子の就業選択の実証分析一

東洋大学 永 瀬 伸 子

日本における女子の就業選択の実証分析を既婚女

子の個票データを用いて行った。就業形態間の就業

密度や就業コストの差に注目し,補償賃金羞,あ る

いは,税の楔によってもたらされた賃金差として分

析した。使用データは,雇用職業総合研究所「職業

移動と経歴調査 (女子)1983年」および労働省「パ

ー トタイム労働者総合実態調査平成 2年」である.

多項ロジット,セ レクションバイアス修正等の計量

手法を用いた。

C‐3 途上国の労働市場におけるショプサーチ理論

の検証

横浜国立大学 井 伊 雅 子

農業を生産の中心とする経済では,生産性の低い

仕事をシェアし,労働力を十分活用しない状況がめ

ずらしくなく,個人が主体的にサー'チ活動を行うと,

とらえることが少なかった.本稿では,主に先進国
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の労働市場の分析やデータを用いて研究の進んだジ

ョブサーチのモデルとその推定法を,途上国の労働

市場へ応用した.サーチ理論が,途上国の失業問題

に新たな視点を与える手段であることを示した.

C‐4 和分プロセスの対数モデルと線形モデルのテ

ス ト

横浜国立大学経済学部 小 林 正 人

本論文では, 1次の和分過程にしたがう変数が,

原系列か対数変換をおこなった系列のどちらかをテ

ストする統計量を提案した.一定の仮定のもと,帰

無仮説のもとでの統計量の漸近展開がウイーナー過

程の積分を含む形で表現されることを示し,標本が

おおきくなれば,対立仮説のもとで帰無仮説が棄却

される確率は 1に収束することを示した.5%水準

の臨界点をシミュレァションによつてもとめ,数表

と図によつて示した.

C・5 経済時系列の共和分と因果関係分析

香川大学経済学部 挑     峰

東北大学経済学部 細 谷 雄 三

多変量非定常経済時系列の共和分と因果関係を解

明するため,JohanSenの 共和分 VARモ デルの推測

理論と細谷の因果関係理論を検討した.共和分検定

の最尤法と細谷の一方向因果測度を,も とにして,フ

ォー トランプログラムを作成した。一次和分非定常

(夕 ×α)変量の誤差修正モデルに対して,そのα変量

対夕変量の一方向依存測度の計算が可能となった:

日本マクロ経済について,基礎時系列間の長期と短

期の因果関係を測定した.

C‐6 サブサンプリング法による自已回帰モデルの

次数の推定

広島大学 福 地 純一郎

Caristein(1986,Arlnals of Statistics)力 考`察し

たサブサンプリング法は,時系列デ早夕から計算さ

れる統計量の偏り,分散などを推定する方法である.

本報告ではサンプリング推定量の強一致性をある種

の漸近定常性のもとで証明した.さ らにこの方法を

予測のリスクの推定に用いることを考案し,こ のと

きのサブサンプリング・サイズ選択する方法を説明

した.ま た,推定された予測リスクを最小にするよ

うに自己回帰モデルの次数を推定する方式が一致性

を持つことを示した.
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9月 7日 (土)(午後 A会場)

医学統計 (Ⅱ)

:   座長 大阪大・基礎工 後 藤 昌 司

A,1 放射線被爆 リスクと感受性

11‐    岡山大・環理工 大 竹 正 徳

■         放影研 WoJ.Schull

ll■ ||  |

|・2i階暉非線型モデルにょる人間の身長の発達の

予測

シカゴ大学 勢 川 英 介

ベイズ的階層非線型モデルを生後まもなくから成

人までの身長の発達の分析に用いた.身長の複雑な

パターシをとらえるために多くの (8個)のパラメ

■夕|で構成される非線型曲線 (JPA 2曲線)を用い

た,この研究の主目的は,幼児の成人身長を予測す

るこ,どでありぅ階層モデルは,母集団の情報を利用

できるのでこの種の予演1に適している.さ らに,両

親の身長や骨密度などの変数を階層モデルにとりい

れ,I成人身長の予測に役立てた.計算方法には,マ
ルゴフ・チェイン・モンテ 0カ ルロを用いた.

41,|:■ 人員診者の多様性の検討

国立公衆衛生院 府 川 哲 夫

|ず
==・

 1         、
11年間を通じて老人医療受給資格者であった者

鯰予薄穏鶉饗kl
雪諄

=レ

て

'1な

かつた
|ゞ
,反対に肇診者の2.3%は

1年間入院し続け,そ の医療費は老人医療費の16%
た達していた.各階級ごとにジニ係数でみた医療費
の集中度には際立った特徴はなかった.県別の平均

医療費|は受診者分布を標準化すると県別格差が大幅
絶縮小した1‐

聾:奥:|||ィヶニニによる老人医療レセントデ
ーT夕 の分析     :

.1   兵庫県立看護大学 松 浦 和 幸

I老人医療年齢階級房J分析事業」のA調査を利用

馨5尋llittl准豊'1搬

1蘇糊 躙せ数:]
|||||1異常 (茅盾・ 不一致〉がみられたかの検証藉
,11■

|■
|‐ |

果,及びその 3年間のリンケージ結果に基づくいく

つかの計算結果を報告した.

A‐5 最小相対エントロピー法の薬物動態パラメー

ター推定への応用

島根大学 網 崎 孝 志

統計数理研究所 江 口 真 透

薬物動態解析においては,投与された薬物の体内

での挙動 (経時的な血液中薬物濃度変化など)が比

較的単純なモデルで記述できると仮定するととが多

い。薬物動態学におけるカープフィッティングのた

めに最小相対エントロピー法を提案した.従来の拡

張最小自乗法と数値比較をした.

A‐6 EICに よるハザー ド推定量の比較
｀
  総研大 0統計 貝 瀬   徹

統計数理研 石 黒 真木夫

情報量規準 EICに よるハザー ド推定量の比較に

ついて報告した.こ こでは,フ イブル加速モデルに

着目し,全尤度による最尤法と偏尤度に基づいた推

定を取り上げた.こ れらの推定法により得られた対

数尤度に,ブー トス トラップに基づいた EICを用い

ることで推定量の比較が可能であることを示し,シ
ミュレーションによる比較の結果を述べた.さ らに,

胸部食道癌の手術以後の生存時間解析を取 り上げ,

2つの推定量を比較した結果を述べた.

A‐7 ⅡLAシステムにおける適合度検定のゼロ・カ

ウントに対する感度分析

広島大・原医研 松 浦 正 明

統計数理研究所 江 口 真 透

ヒトの主要組織適合抗原であるHLAシ ステムの

データにおいて,ゼ ロ・ カウントを含む場合のハー

ディー・ ワインベルグ定常の検定問題について議論

した.尤度比検定は観察された表現型のデータに,

ゼロ・カウントがある場合に不安定であるが,射影

法に基づく検定およびカイニ乗検定は頑健であるこ

とが,理論的および数値的アプローチにより示され

た.

A‐8 ⅡLAシステムにおけるハーディ。ワインベル

グ定常からのズレの検出

統計数理研究所 江 口 真 透

、      広島大・原医研 松 浦 正 明

ヒトのHLA遺伝子座における個々の対立遺伝子

が集団遺伝学に見て,ハーディ0ワ インベルグ定常

からズンているかどうかを検出するための検定法に
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ついて論じ,ま た実デ=夕 を用いた適用例について

も報告した。

9月 7日 (上)(午後 B会場)

共通テーマ :データ・サイエンス (ⅡI)

座長 慶應大・理工 柴 田 里 程

B‐l HSP‐ STATによる統計モデルの構築

中央大 。理工 鎌 倉 稔 成

統計的データ解析における計算機の役割は近年ま

すます重要な役割を演じるようになってきた.本稿

ではデータ科学における統計モデルの構築の重要性

を論じ,統計宅デルの構築における尤度の計算が重
｀

要であり,Lispttatを用いて対数尤度の計算機への

インプリメンテーションについて議論した:データ

を関数に対する,単なる1つの引数と見ることによ

って解析者はモデリングに専念でき,よ りよい統計

モデルが構築可能であることを例証した.

B‐2 LISP‐ STATにおけるグラフイックス欄t能 と

その応用

北海道大学工学部 水 田 正 弘

岡山大学環境理工学部 垂 水 共 之

データ解析においてグラフィックスを利用するこ

とは,基本的な方法であり古くから利用されてきた.

また大部分の統計パッケージでは,グラフィックス

を利用した多くの手法が用意されている.特に,

LISP‐ STATに は,通常の統計グラフをはじめ,動的

なグラフ,さ らに,そ れらのグラフのリンクの機能

を有する.

そこで,本報告では,LISP‐STATを紹介するとと

もに,適用例として動的な対散布図をLISP‐STAT
で実現する方法を示した。

B‐3 StatPartner登 場の背景とその紹介

NECソ フトウェア 吉 田 典 弘

消費者ニーズや経済構造が急激に変化するなか,

多変量解析を中心とする科学的な手法を用いた予測

や分析に対するニーズが高まっているため,こ のよ

うな課題に取組み始めた初心者に焦点を当てた統計

解析ソフトウェアStatPartnerの 開発を行った。そ

してStatPartnerの導入ューザから統計手法の活用

動向について調査を行った.
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B‐4 統計数理研究所の統計ソフトウエア

統計数理研 田 村 義 保

統計数理研究所に初めて計算機が導入されたのは

1956年のことで,富士通のリレー式計算機の第一号

機が導入された. この時以来,データ解析のための

ソフトウェアを開発して来た.TIMSACは ,赤池弘

次前所長を中心に開発された時系列解析のためのソ

ラトゥェアである.TIMSAや QUNAT,CATDAP
等,統計数理研究所で開発され,ソ フトウェア開発

室を通して無料で配布しているソフトウェアの概要

について報告した.

B‐5 視党的操作による時系列解析システム

徳島文理大学工学部 山 本 由 和

一橋大学経済学部 中 野 純 司

GUIを利用して解析の履歴を視覚的に表示でき,

それに対する直接的な操作で時系列解析を行なうこ

とができるシステムを試作した.こ のシステムでは,

データなどのオブジエクトをアイコンとして表示

し,そ のアイコンを指定するとあらわれるメニュー

からメッセージを選択することによって解析を行

う.メ ニューの中にはそのオブジエクトに関するも

のだけが表示されるため:統計手法として不適切な

ものがあらわれることが少なぃなどの利点を持つ。

B¨6 統計パリケージを統合的に扱う操作環境の構

築

北海道大学工学部 菊 池

小樽商科大学商学部 南

北海道大学工学部 水 田

北海道大学工学部 佐 藤

統計パッケージの多くが独自の言語や操作環壕を

実装しており,そ の不便さを解消するために,統計

パッケージを統合的に扱うシステムについて論じ

た.統計パッケージの関数をモジュール化し,共通

のデータフォニマットを利用する枠組について述べ

た。この考えに従うシステムを作成し,各機能の実

装方法を紹介した.

B‐7 パネルディスカッシヨン

データ◆サイエンスヘの道   .
パネラー  統計数理研 大 隅

東京大・医 大 橋 靖

成曖大・経済 新 村 秀

岡山大・環理工 垂 水 共

諭

征

弘

治
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正
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昇

雄

一　
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9月 ケ日 (■)(午後 C会場)

共通チーマ:最尤推定量の良さをめぐって一漸近論

|●    と決定論― (I)

座長 筑波大・数学 狩 野   裕

'      コメンテーター

‐    明治学院大・ 国際 竹 内   啓

■       東北大 0経済 細 谷 雄 三

ёli 4次・5次の漸近有効性について

筑波大学 狩 野   裕

曲指数分布からの独立同一標本に基づき,構造母

数の推定問題を考えた◆ある特殊なバイアス調整を

施した推定量の族のなかで,(そ のようにバイアス修

正された)MLEが 4次05次の漸近有効推定量であ

ることを報告した。有効性の基準は,フ ィッシャー

情報量1 2乗 リスク,集中確率である.ま た,バイ

アス修正項は3次の漸近十分統計量から構成される

ことを指摘した。

C‐2 最尤法の発展と改良一相対エントロピーが開

く世界一

統計数理研究所 江 口 真 透

漸近理論と決定理論における最尤推定量 (MLE)

の評価の食い違ぃに焦点を当てた.前者ではMLE
は2次有効な推定量として支持されているのに対し

て:一方,後者ではStein推定量などの提案によって

MLEの非許容性が示されている.こ の下見すると

矛盾する評価がなされる背景について統一的見解を

試みた.

C=3 縮小推定とその周辺

東京大学経済学部 久保川 達 也

統計的推測理論の研究における醍醐味は,推測間

題の数理的な`か らくり'を様々な側面から解きほぐ

してその推測問題の構造を明らかにすることと,実
際の使用に耐えうる簡便で有効な推測方法を提示す

ることでぁろう。医薬生物学や工学などの分野にお

いては,必ずしも大きな標本が望めない場合があり,

そのときには事前情報の使用や通常は母数推定に組
み込率ない統計量を取り込むなどして情報の回復を

はかりぅ推定量に修正を施してできるだけ有効な推

定手法を開発することが試みられるであろう。通常
の推定量を縮小もくしは修正を必要とする問題とそ
の際修正を加える方法について決定理論の立場から

概説した.

C“ 4 Higher order asymptotic theory for di‐

scrllmmant analysis in Gaussian stationary

processes

北海道大学経済 柿 沢 佳 秀

スペクトルで規定される2つの平均 0の正規定常

過程を判別する問題をスペクトル母数の推定量,特
に最尤推定量の高次漸近有効性と関連させて議論し

た.スペクトル密度間の擬似距離を動機として新し

い判別関数を提案し,そ のよさを2つのスペクトル

が近接しているときに誤判別確率及び期待損失の意

味で調べた.これらは判別関数の分布の漸近展開か

ら導出され, 3次項がバイアス修正された最尤推定

量により最小になることが示された.

C‐5 統計量としての最尤推定量
′
       早稲田大学 鈴 木   武

最尤推定量を統計量とみたとき,そ れがデータの

もつ情報をどの程度保持しているか,つ まり最尤推

定量の漸近十分性について報告した.さ らに,漸近

十分性と漸近完備性,漸近有効性との関連について

も触れた.

C‐6 多次元母数同時推定におけるMLE
統計数理研 柳 本 武 美

現実を良く記述するためには多次元,しばしば高

次元,母数を含む統計モデルが必要である.近年で

は多次元母数の同時推定のための方法が提案され,

研究されている.その中の代表的方法として,条件

付 MLE,下般化線型モデル,経験ベイズ法がある.

MLEは規準が明確 という長所はあるが,多次元母

数の同時推定量としてはその性態が悪い.こ の点を

論じ,最尤法の役割を強調した.ま た 2つの注意を

与えた。                 ‐

C‐7 最尤推定量の良さをめぐって一情報幾何の立

場から

理研国際フロンティア 甘 利 俊 一

最尤推定量は 3次までの漸近理論において“最良"

の推定量といえる.こ れはFitter情報量を最大に含

んでいる.しかし,種々の損失関数を考えるBayes

の立場や,検定の立場を考えると,2meの他に,曲

率方向の補助統計量を保持することが重要である.

これにより,いかなる3次有効な推論をも構成でき

るからである.

こういつた議論は,曲指数分布族を用いると情報
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幾何学として明確に示せるが, この枠組は実は一般

の場合に拡張できる.こ こから,狩野によるmleの

5次非有効性の話や,駒木の Bayes―情報論的枠組な

ども考察していくことができる.

9月 8日 (日 )(午前 A会場)

共通テーマ :二 三―ラルネットワークとデータ解析

座長 成撲大・工 岩 崎   学

A‐1 ニューラルネットワークヘの期待と不安

成膜大学工学部 岩 崎   学

ニューラルネットワークと統計的データ解析 との

距離が近 くなってきたことから,本論では,そ れら

二つを対峙させ,い くつかの問題点 (モ デルの識別

可能性,解の一意性とパラメ
｀
―夕数の節約の問題 ,

収東にまつわる問題,解釈の問題など)について簡

単に論じた.こ れらには,古典的な統計的方法論の

寄与できる部分とこれまでの統計パラダイムでは包

含しえない部分があることを指摘し,さ らに研究を

続ける必要があることを強調した.

A‐2 ニューラルネットワークの構造学習とデータ

解析        
′

九州工業大学 石 川 員 澄

ニューラルネ

'ト

ワークの汎化能力の向上を目指

した学習法として,種々の構造学習法が提案されて

いる.こ れらの学習法の概要を紹介すると共にし構

造学習と正則化法の関連に触れ,さ らに統計的デー

タ解析における構造学習の役割について述べた.

A¨3 ニューラルネットワークによる非線形正準相

関分析

電子技術総合研究所 麻 生 英 樹

ニューラルネットワ早クを用いてプト線形データ解

析手法を近似的に実現する研究の中から,非線形正

準相関分析に関連するこれまでの研究動向を概観し

た。ニユーラルネットワークを用いた非線型正準相

関分析は,データに内在する非線型の相関構造を抽

出する能力があり,多種のモダリティの情報を統合

した内部表現を得るために有効であると期待され

る.

A‐4 階層型ニューラルネットによる二値データの

解析      `
大阪電気通信大学情報工学部 辻 谷 将 明

大阪電気通信大学大学院

工学研究科 越 水   孝

第 26巻 第 3号 1996

本稿では,教師あり学習 (supervised leaming)と

してのロジスティック回帰モデルを階層型ニューラ

ルネット(NN)と の相互補完的な範疇で握えた.二

値データに逆正弦変換を施し,二項分布の正規近似

に着日したネットワーク尤度を構成する。そして,

赤池の情報量基準 4rCに基づいて,隠れユニット数

を決定したり,最適モデルを選択した(栗田,1993).

未知パラメータをニューロン間のシナプス結合荷重

(comeCtion weight)と みなし,尤度原理による統計

的推測を行ったち

A‐5 線形項を含むニューラルネットのモデル選択

について  ・

中央大学・理工 渡 辺 則 生

中央大学・理工 竹 上 大 介

階層型ニューラルネットワークをメト線形時系列モ

デルの近似モデルとして用いる場合,入力層と中間

層のニユーロンの数をデータから決定しなければな

らない。本報告では,中間層がシグモイド関数と線

形関数からなるネットワークについて考察した.特
に,情報量規準による次数決定の問題について,シ

ミュレーションによって検討を行った.

A‐6 自己組織化法則による主成分分析のロバス ト

ネス

総合研究大学院大学 樋 口 勇

統計数理研究所 江 口 真

Xu and Yuille(1995)に よって提案された自己組

織化法則を基にした主成分分析の統計的性質を調べ

た.

影響関数を陽な形で求めた結果,主成分方向に対

して垂直な方向の影響に対してロバストであること

を示した。

A,7 総合討論

討論者 理化学研 甘 利 俊 一

立教大・社会 豊 田 秀 樹

9月 8日 (日 )(午前 B会場)

共通テーマ :統計情報とプライパシー

座長 法政大・経済 森   博 美

B‐1 統計調査の実査上の諸問題

夫
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利
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統計情報の最大の源泉である統計調査の実施に関

連して国民の意識や調査をめぐる環境に変化がみら

れる。この変化の内容とその影響を報告した。

B‐2統計情報とプライバシーーセンサスの代替方
:法

をめぐつて一

|「・
|    

九州大 0経済 濱 砂 敬 郎

‐義年答申された「統計行政の新中・長期構想』で

曝二β5年の1「中長期構想』と比較して,データリン

クギ iが具体的かつ広い範囲において提案されてい

る■デァタリンケージは,技術的には,①完全照合

マ.ィ チングと②統計的マッチングの方法的な問題と

考えられているが,欧米諸国では行政レジスターの

岱替問題として表面化している。本報告では, ドイ

ッにぉけるレジスター統計問題の動向 (EC共同体

のIRedfern報告とその後の展開)を追うことによっ

です́ れが提起している統計研究の課題を考察した.

B:J‐
11続

計調査における法的問題      ｀

=::・
   千葉大・法経 鈴 木 庸 夫

■
=|■

:

‐ 三
=■

|

Ё二|1回離チニタ流通(TDF)に おける個人情報保護
‐｀二国際機構の活動を中心に一
: ■ 1    広島市立大学 矢 田 育 子

|‐111尋

^デ

Tターの国際流通における「プライバシー保

盪  擁勒 ]
(COmCil.of Europe),経 済協力開発機構 (OECD),

墜嬰導合lEu),国際連合などの国際機構がどのよう

IT黎脅●Fなってきたかを概観し,その流れのな
かで「統計情報におけるプライバシー保護」がどの
ように取り扱ゎれてきたかについて検討した.

■11 ●1■ i■ | ‐

1111,すT事 |プト進募二l 畠 山
1名

 夫

9月 8日 (日 )(午前 c会場)        .

共通テーマ :最尤推定量の良さをめぐわて一漸近論

と決定論一 (Ⅱ)

座長 大東京大・経済 久保川 達 也

コメンテーター

明治学院大 0国際 竹 内   啓

東北大 0経済 細 谷 雄 三

C‐1 予測分布の漸近論と小標本論

電通大・電子情報 久保木 久 孝

ベイズ的手法を用いて作る予測分布の性能を,頻
度の立場から,相対エントロピーリスクを通して一

般的に評価したい。それを漸近的に行うためのアイ

ディアを述べた.そ して,ベイズ的予測分布の漸近

相対エントロピーリスクを明示的に与えるととも

に,そ の漸近的ミニマックス性を示した。また,小
標本の場合,事前情報の選択がベイズ的予測分布の

性能に与える影響について,実例を挙げて議論した.

C‐2 総平均へ縮小する経験的ベイズ推定量の ミニ

マックス性

損失関数を誤差の二乗和とするとき,異なる分散

を持つ多変量正規変数の母平均の経験的ベイズ推定

量のミニマックス性を考えた.事前分布が共通の平

均と分散を持つ正規分布とするとき得られる平均へ

縮小する経験的ベイズ推定量がミニマックス推定量

であるための十分条件を与えた.同様に,下般回帰

平面へ縮小する経験的ベイズ推定量がミニマックス

推定量であるための十分条件も与えた.

C‐ 3 The structllre of lnttIElllm ukelihood esti‐

mation

筑波大・数学 赤 平 昌 文

統計的推測理論において最尤推定法はFisher以

来継続的に研究されてきた。本報告では最尤推定の

構造を高次漸近理論の観点から論じた。「(1次の)

漸近有効推定量は 2次の漸近的有効である」という

現象を述べ,ま た適当な正則条件の下で最良漸近正

規推定量のあるクラスの中では補正最尤推定量が 3

次の漸近的有効であることも論じた。

さらにクラスを制限すれば3次の漸近的に対称的

有効推定量は4次の漸近的に対称的有効であること

を示した。この事実から補正最尤推定量は4次の漸

近的に対称的有効であることも示した.
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C‐4 正規平均ベク トルに対するSh"―野rawdeF‐

man型推定量の存在範囲

筑波大 0数学 杉

武田薬品 高

二乗損失の下でのズ≧3)変量正規平均ベクトル

の推定問題において,標本平均は正'部 分James‐

Stein推定量により改良される。共分摯行列が本知

の時にShao and Strawderrnan(1994,Ao S.)を 適

用すると,標本の大きさがmax{13,-7,9夕 +10)以

上のときに正部分 J‐S推定量よりよい推定量のクラ

スが構成されることを今年春の日本数学会で発表し

た。本報告ではその存在範囲をさらに広げ,結果を

数値計算して表にまとめた.

C‐ 5 James― Stein推定量の改良について

東大大学院・経済 丸 山 祐 造

多変量正規分布の平均ベクトルの推定で,JameS―

Stein推定量 (JS)を 改良する問題を考えた.αでパ

ラメタライズされた一般化ベイズ推定量のクラスが

JSを改良していることを示した.さ らにαを無限に

近づけた時 poduve_3artJalneS‐ Stem推定量に収東

することも示した。また JSに おいて,最良共変推定

量の代わりに分散の改良型推定量を用ぃることが,

JSの改良につながることも示した.さ らに新たな分

散の改良型推定量を提案した.

C‐6 決定論によるモデル選択

田 坂 誠 男

多重決定論の立場からモデル選択問題を考察し

た.員の自然の状態が密度ズ
")で

あり,決定関数が

密度(ス(→ ,… ,ん(″))の ときリスク関数を/で最小

化したものが,Kullbttck‐ Leibler情報量になること

を導いた。

第 26巻 第 3号 1996

9月 8日 (日 )(午後 A会場)

特別講演とパネル・ ディスカツシヨン

日本行動計量学会との合同セッシヨン

司会 大学入試センター 柳 井 晴 夫

特別講演 1 21世紀の展望一歴史的予測と数量的罰

測一

明治学院大学・国際学部 竹 内   啓

特別講演 2 行動計量学とデータの科学一日本にお

ける「長」のイメ…ジを素材として一

統計数理研究所 林   知己夫

パネル 0デ イスカッシヨン

21世紀の社会と人間二科学的手法による予測はど

こまで有効か一

司会 青山学院大学 ◆経済学部 美 添

パネラー

明治学院大学・国際学部 竹 内

統計数理研究所 林

麗沢大学・ 国際経済学部 河 野

京都大学 `経済研究所 佐 和

放送教育開発センター 坂 元

国立大阪病院 古 川

0月 9日 (月 )(午前 Al会場)

統計一般理論 (I)

座長 大阪大・基礎工 安 芸 重 雄

Al‐ 1 或種のプロック・デザインの不存在証明

カルガリー大学 (名誉教授)イ  ヽl‖ 潤 次 郎

G,D型のアリシコーシヨンをもつ部分釣合型不

完全プロツク・デザインの必要条件の一つが次のよ

うに与えられる.

Op=(τ,の角(れ poρr'〆
2昴ィ1げ 2)夕

,

(p。筍L/o,ρ ftF`2イ =ザ 2ν
Fiガ

2)ク,(_1,あめ),,

(poρrlが
2昴ィ1ザ 2:■ イ1げ2ヵルfiガ 2)p,

(2/o,νο〆
1ガ 2)p=1.す べての素数夕に対して,

但し

“
=′ -1, の■′(η -1)

の=πた, ρl=″一υλ2, p2=π ~ス
1

昴=π +η, zi=π tt η, 多=π

2/。 =力η, νl=υん十力η, ″=ズカー1)+λl

この条件を用いて色々な釣合型不完全プロック・デ

ザインの不存在を示した.

昭

治

成

義

浦

木

泰 人

啓

夫

果

光

昂

之

妃
稲
隆
　
俊
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ム1‐21強 さ2の sシ ンポィレ直交配列―必要十分条

件と構成アルゴリズム

国際自然研 山 本 純 恭

岡山理大 0理,国際自然研 兵 頭 義 史

‐        アップジョン 光 岡 元 弘
・。

i‐
    国際自然研 弓 場   弘

・
■    岡山理大 0理 (院)高 橋 智 徳

|■ ||

1丼来″配列Tが大きさⅣ,制約数%,強さ′,指

標
'の

ls・ シンボル直交配列であるための必要十分条

件を■その配列を規定するモジュラーベクトルの満
たナベき1線形方程式として与え,こ の方程式を解く
ためのアルゴリズムについて考察した.特に当面の

目的とした強さ′=2の場合に対する帰納的解法に

ういて述べた。  、
1■|| :● :

Al‐3 もつともでたらめな分類

,「  .  高千穂商科大学 渋 谷 政 昭

|・ :伝統的な推測統計学の立場から,分類法の正当性

を議論するための基礎付けをする.そのため,いか

なる規貞1性 もない分類という帰無仮説のモデルとし

て■表記の概念を提案した.

■二つの分類の間にハミング距離を定義し,独立で,

●うとしでたらめな,二つの分類の間の距離の分布

を計算した.こ れが帰無仮説の検定に利用でき,適

合章1定におけるカイ 2乗分布のような役割を果た

テ:‐

‐‐‐‐

∵IWin」inMdtiplierhhrm血Tmサ‐

黎 .li■1
統計数理研 田 辺 國 士

本:薔・ チシケート調査に於けるノシパ与検定の理

:|■1 織について

||■ .:■   日本医科大学 三
=■|■・ ■  日本医科大学 飯

Al‐o QuaSilikelih00d Ratio Tests‐ Possibilities

統計数理研究所 江   金 芳

A maxirnum likelih00d estimatOr is a solutiOn to

the score equationo  Likewise a quasi_scOre

estimator(Wedderburn 1974,McCullagh 1983)is a

root to the quasi‐ score equation.The quasi_scOre

has been Shown tO be optimal in certain serlses by

a nmber of authOrs.While the scOre function by

demition is the gradient of a likё lihood function,

the quasi‐score:however,when regarded as a

vector fleld, frequently fails tO be conservative.

The nOnconservativeness of quasi‐ scoreS prevents

one from incorpoFating prior infomatiOn, con‐

平ruCting goOdness‐ of‐■ statistics,distinguishing

multiple roots,etc.

We repOrt some prelirnary considerations On

possibilitiesヴ cOnstructing quasilikelih00ds by

assurning the flrst twO molnent structures.

Al…7 多変量データに基づ く群逐次検定について

九州東海大・工 道 家 嘆 幸

多変量観測値をもとに 2処理間の平均ベクトルの

差の検定を行うため,群逐次 T2統計量を与え,更に

Jemison_Turnbullの考えを基に群逐次 響 統計量

を改良した修正群逐次 r2統計量を提案した.こ の

2つの統計量を使い,繰 り返し信頼区間を設定した

後,検出力,平均観測個数を計算し, 2つ の検定統

計量の有効性を比較した。

9月 9日 (月 )(午前 A2会場)

統計教育―般

座長 慶應大・商 桜 本   光

A2‐1 産業界における統計教育について

‐   福島大学 新 家 健 精

石巻専大・経済 竹 内   清

帝京大・経済 松 下 嘉米男

最近の産業構造の急速な変化は産業界における統

計教育に対しても大きな変革を迫 りつつある.本報

告は統計教育委員会を研究グループとする平成 7年

度科研費による検討成果の一部である。内容は品質

管理を中心として以下の項目にわたっている.

1.1980年代以降における品質管理の展開

2.産業界における統計教育機関のセミナー内容と

カリキュラム

3.企業における統計的品質管理への取 り組みにつ

彦

和

章

博

宅

田

1押 谷区のある地区の15の小学校の 6年生男児

年七魯,政事螂47名から,ゴ ミ,水,大気たついての
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いて

4.品質管理を中心とした産業界における統計教育

の議

A2…2 高校数学における確率・統計内容の変遷につ

いて

統計教育委員会第 lW.G.
明星大学 平 川 孝二郎

戦後文部省による学習指導要領の公布,改訂に伴

ない高等学校数学科におけるかなり大幅な編成変え

が行なわれてきた.確率・統計部分の分量の増減,

必修・選択の移動,大学入試出題範囲への採否など

多くの論議をもたらしてきた.こ れまでの変遷を考

察し,所感を記した。

A2‐3 米国流経営統計学の意義と限界一BS教科書

を題材として一

松山大学経営学部 東 渕 則 之

BS(Business StatisticS)教 科書を調査することに

よって,主流を占めている米国流経営統計学の意義

ど限界を検討した.その結果,米国流 BSは ,体系が

一般統計学と似ているため,そ のアイデンティティ

に曖昧さは残るが,統計手法をマスターさせるため

には極めて優れた内容構成であることが確認でき

た.反面,ビジネス実践を踏まえると,収集や精査

も含めてデータ面への配慮が足りなかったり,ノ ン

パラ手法,EDA手法,ロ バスト手法等の比重が軽か

ったり,統計分析を利用する際のマネジメント知識

が無視されているなど,改良の可能性も指摘できた.

A2‐4切断正規分布を用いた推薦入学合格者割合

の推定

筑波大学社会医学系 高 橋 秀 人

「入学後の試験において,確率αで推薦入学者は,

一般入学者の下位 104割に入らない」という基準の

下で,入学試験における推薦入学合格者の割合夕を

決定することにより,次年度の割合夕を推定する間

題を考えた.

入学定員η,切断正規分布,標準化された学力差

∠,推薦試験及び一般試験の合格率″,ル を用いて

確率的な推定を行つた.

%■ 57,c=0,2,∠ =1.0,タス=0。31,夕B=0。 13,α =0.80

のとき,推薦入学者割合を夕=0.083と すればよいこ

とがわかった.
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A2二5 統計教育用ソフトの問題点

上 田 尚 一

統計教育におけるコンピュァタの位置づけあるい

は影響に関して,適切な対応を考える二助として,

本報告では,統計ソフトをタイプわけするための視

点および統計教育のツールとしてのチェックポイン

トを夕J記 した.カ リキュラムとして「統計基礎」

「EDA」「回帰分析」「データ解析」を想定した場合の

問題,共通に必要となる統計データベースに関する

問題,統計への関心を拡げるために有効とみられる

統計グラフに関する問題,教育用ソフトの流通体制

に関する問題などを含めて考察している.

A2‐6 統計入門自作パソコン・プログラムのまとめ

磯 野   修

1991年神戸大会01993年金沢大会での報告のあと

をうけて,統計入門自作パソコン・プログラムによ

る講義の経験と問題点を総括した。とくに,入門教

育用プ●グラムでは,講義内容の解説・例題の計算

と説明を組みいれ,説明文はテキスト・フアイルに」

計算例題の数値はデータ・フアイルに入れておい

て,これらを読み出して使う形にすれば,計算とグ

ラフィツクス表示の形式はそのままで,内容的には

かなり多様な方面の需要に應え得るソフトとなり得

ることを述べ,そ の実例を実演したうえ,プログラ

ム・ディスクを配布した.

9月 9日 (月 )(午前 B会場)

共通テ

「

マ :不完全データの統計解析一理論と実際

一 (I)

座長 慶應大・理工 椿   広 計

コメンテーター

1       明治学院・国際 竹 内   啓

B‐1 サービス業基本調査における欠測値の補完に

関する研究              、

総務庁統計局 伊 藤 彰 彦

総務庁統計センタ‐ 三 武   勲

総務庁統計センター 斎 藤 俊 雄

統計調査の結果,回収された調査表には,必ずし

も十分に申告されていない調査事項があり,特に金

額に関する事項について顕著である.こ の報告では,

平成 6年サービス業基本調査状況に焦点を合わせ

て,欠測値の発生状況,補完方法等について報告を

行なった.
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B‐2 統計調査における無口答の処理についての現

状と展望

早稲田大学政経学部 西 郷

青山学院大学経済学部 美 添 泰

統計調査における不完全データ,と くに無回答の

処理について,現在利用されている種々の方法を概

観した。まず統計調査における誤差の源泉を肇理し,

対象とする不完全データの範囲を限定した上で代表

的な処理方法を比較した.ま た,独特の補完・修正

を施している調査の実例を紹介した.最後に,現在

の統計調査における不完全デご夕の処理に,統計学

の最近の成果が必ずしも活用されているとはいいが

たいことにふれ,今後の展望とした.

B‐3 秘匿の特性を考慮 した補完法

成険大学大学院 稲 葉 由 之
′

成曖大学工学部 岩 崎   学

本報告では,商業統計表における秘匿の特性を考

慮した補完方法を提案した。商業統計表には調査結

果の一部を公表しないという秘匿処理が加えられてヽ

おり,そ のまま分析を実施することが困難な状態に

あった.そ こで,EMアルゴリズムを活用した秘匿の

補完方法を提案し,そ の数値例を示した.―

B‐4 標本誤差推定ヽのサンプリング手法の適用

統計情報研究開発センター 村 田 磨理子

複雑な標本抽出法1に 基づいて推定量の誤差の推定

式を算出する代わりに,ブー トス トラップ法などの

リサンプリングを用いた誤差推定の方法が検討され

てきている。本報告では,実際の調査における標本

誤差推定へのプー トス トラップ法の適用例 を通 し

て,実用性についての比較や問題点などを述べたち

B…5 調査不能の補正におけるモデル選択

統計情報研究開発センタ_ 村 田 磨理子

調査不能を含む不完全なカテゴリカルデータに対

する対数線形モデルの適用を説明し,モデル選択に

おいて情報量規準を使う場合の問題点をシミュレこ

ションの結果を通して述べた.ま た:その修正の可

能性について報告した。

B‐6 -般化線形モデルを利用 した投票行動の解析

筑波大社会工学研 阿 部 康 之

筑波大社会工学系 金 澤 雄一郎

筑波大社会工学系 蒲 島 郁 夫

筑波大経営政策研 藤 田 大 輔

蒲島による時事世論調査のデータを用いて,現在

の日本の有権者がどのような要因によって決定され

るのかを解析した.欠損値の存在が避けられないこ

のようなデータに対処する為,一般化線形モデルの

枠組みの中でEMア ルゴリズムを用いてパラメー

タの最尤推定を行い,モ デルの妥当性について検討

した.

9月 9日 (月 )(午前 C会場)

多変量解析 (I)       「  ｀

座長 九州大 0数理 小 西 貞 則

C‐1 モデル選択の信頼性を考慮 したモデル信頼集

合のグラフィカルな探索的構成法

東京大学計数工学科 下 平 英 寿

赤池情報量規準 (AIC)を 最小化するモデルを一つ

だけ選ぶのではなく,「良いモデル」の集合を探索的

に構成するための,「モデル地図」を提案した。AIC

の第 1項である最大対数尤度の分散を考慮してモデ

ル間の「遠さ」を定義し,多次元尺度法 (MDS)を

利用して,各モデルを点で表した地図を描いた.モ

デル信頼集合は地図上のクラスタとして得られ,さ

らに良いモデルに共通する構造パタンを発見でき

た.重回帰の変数選択問題を数値例にあげた
`

C‐2 なゃらかな凸錐を対立仮説とする尤度比検定

の分布について

東京大経済 竹 村 彰 通
‐
    統計数理研究所 栗 本   哲

多変量正規分布の平均ベクトルに関する検定問題

で,対立仮説を凸錐とする検定問題は順序のある対

立仮説の問題として研究されている。これまで考え

られて来た凸錐は多面体であったが,なめらかな境

界を持つ凸錐が対立仮説となる場合もある。このよ

うな場合の尤度比検定統計量の分布を,凸解析と微

分幾何の方法を用いて統二的に扱う方法を示した.

C‐3 0n the asymptotic distribution of geoIELetri‐

cal statistic for the test of equality oflatent

vector in principal component analysls

中央大学・理工 塚 田 真 一

杉 山 高 一

産能大学・経営情報 牛 沢 賢 二

PCAにおいて,分散共分散行列の固有ベクトルは

主成分の係数を表す重要な統計量である.しかし固

有ベクトルに関する検定問題はあまり研究されてい

ない.そ こで検定問題の新しい検定統計量を幾何学

浩

人
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的な方法で考え,仮説の下での統計量の漸近分布を

導いた。

C‐4 固有値,固有 VectOrに 関する検定について

。一橋大学 早 川   毅

主成分分析に於げる第 1主成分の係数 vectorに

関する検定統計量 としての尤度比規準,Anderson

統計量について,あ る種の対立仮説に関して Ellipti‐

cal母集団のもとでの検出力関数の漸近展開を与

え,尤度比規準が Anderson統計量よりorder 1/π

に関 して優 ることを示 した.ま た固有値,固 有

vectorに 関する尤度比規準について ElliptiCal母 集

団のもとでの検出力関数の漸近展開を与えた。

C‐ 5 Approxilllation of the power of kurtosis

teSt fOr llLultinormality

広島大・理 内 藤 貫 太

射影に基づく標本尖度による多変量正規性の検定

の,対立仮説として楕円分布を考えた時の漸近挙動

について考察した.適当な条件を満足する楕円分布

のもとでは,統計量の分布は単位球面上で定義され

る正規確率場の最大値の分布に弱収東する事を示し

た。この結果を用いて楕円分布に対する検出力の近

似公式を導出した.

C‐ 6 Asymptotic Expa五 sion Forlktula for Simple

Mean Vector and Sample Covariance

Matr破 under the ElliptiCal Distribution

東理大・工学部 岩 下 登志也

岩下と塩谷 (1994)は楕円母集団の下で標本共分

散行列を変数にもつスカラー函数の期待値を求める

漸近展開公式を導出した.と ころが,楕円母集団の

下では,一般に標本平均と標本共分散行列は独立で

はないため,標本平均,標本共分散行列を変数にも

つ函数に対して適用できなかった。そこで,標本平

均と標本共分散行列を変数にもつ函数の期待値を求

める漸近展開公式 (微分オペレ.― ター)を導出し,

この漸近展開公式を用いる例 としてホテリングの

ア 統計量の帰無分布を扱い,分布の漸近展開を求め

た。
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9月 9日 (月 )(午前 Al会場)

共通テ…マ :空間統計―イメ…ジ,パターン等のデ

ータ解析法一

座長 広島大・総合 西 井 龍 映

Al,1 結晶群の出現頻度と群の上のランダムウォ

ーク         ‐

統計数理研究所 ,

総合研究大学院大学 伊 藤 栄 明

結晶の対称性は32種類の点群のいずれかにより

表される。無機結晶データベース ICSDを もちいて

無機結晶物質の種を定義し,そ れらが各点群にどの

ように分布しているかという問題についてしらべて

きた.こ の分布を群,部分群関係のネットワァク上

のランダムウォークという視点から解析する.

Al・2 Lange宙 n分布のパラメータの推定

1大阪女子大・学芸 綿 森 葉 子

球面上の代表的な分布のモデルの 1つ である

Langevin分布の 2つのパラメータ,平均方向ベクト

ルと集中化母数についての推定問題を漸近的に扱っ

たI即ち,それぞれの最尤推定量等の挙動を調べ,

漸近不偏性をもつように改良した推定量を提案し

た.さ らに,提案した推定量の漸近的な挙動を考察

した.

Al‐3 極東における夏期天気図の分類

1     広島大原医研 村 木 千 恵

広島大原医研 大 瀧   慈

北大・工学部 水 田 正 弘

日本で記録的な冷夏 (り3),猛暑 ('94),お よび地

域差の大きかった年 ('95)の 夏期 (7, 8月 )にお

ける毎日の極東天気図 (地上および500 hPa高 層)の

気圧配置パターンに焦点を当てその特徴について主

成分分析,Princibal Points解析を組み合わせた多変

量解析により解析を行った結果,地上天気図は5個 ,

500 hPa高 層天気図は4個の代表的なパターンが抽

出され,年別に出現頻度の違いがみられた.

Al…4 大気環境デ…夕のダイナミクス

東京女子医大 清 水   悟

統計数理研 石 黒 真木夫
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Al‐5 ベイズ線形モデルに基づ く画像のスムージ

ング

広島大・総合 西 井 龍 映

統計数理研究所 柳 本 武 美

広島大工学研究科 草 信 佐栄子

地球観測衛星ランドサット5号から送られてくる

TMデータは,Thematic Mapperと 呼ばれる観測

機器 (セ ンサ)を用い,進行方向に対し直角にミラ

ーを往復運動させて得られる.データはスキャンラ

インコレクターによって補正され,ソ フト的にも幾

何補正されるが,S/N比の低い水域のようなところ

では横縞のノイズが入ってしまう。本研究は,こ の

ような横縞ノイズを除去する手法を提案した。

Al‐6 時空間平滑化

統計数理研 柏 木 宣 久

状態空間接近による空間平滑化を拡張した。格子

モデルと階差制約による時空間平滑化について述べ

た。また,格子モデルにおける空間的な欠測の処理

についても述べた.             ~

Al‐7 降雨量分散の しきい値法による推定につい

て

広島大学総合科学部 間 瀬   茂

レーダー観測により,あ る地域の総降雨量を求め

る方法に,降雨強度が与えられた闘値を越える領域

の面積から線形推定する,闘値法がある.経験的事

実からこの両者の間には強い相関が存在することが

知られている.講演者は前に,なぜこうした強い相

関が可能なのかを,降雨量と降雨位置を同時に考え

た空間点過程モデルで定式化することにより,降雨

現象の非エルゴード性 (相異なる降雨タイプの混在)

が原因であることを議論した.今回の講演では同じ

定式化を用い,降雨量の分散がやはり闘値法で,二
次の回帰で推定可能であることを証明した.

Al‐8 マグニチュー ド・時・空間上の統計的識別モ

デルに基づ く前震の確率予測

統計数理研究所 尾 形 良 彦

ある所で地震活動が始まる.それは段違いに大き

な地震の前震かもしれないし,ほぼ同規模の地震が

続 く群発型地震かもしれない.単なる本震 O余震型

も多い,こ れらのいずれの型であるかを現時点まで

の発生時刻・位置・マグニチュード列に関する情報

を使うことによって,群れの型 (特に前震型)を出

来るだけ有効に予測するような統計モデル (条件付

き確率)を見い出し確率予測を試みた。この確率予

測の有効性はエントロピニの比較や分割表の AIC

比較によって示すことが出来た.

9月 9日 (月 )(午後 A2会場)

経済統計・社会統計

座長
.慶

應大・商 桜 本   光

A2‐1 比推定における標準誤差のプー トス トラッ

プ推定の試み

統計数理研究所

統計数理研究所

総合研究大学院大学

厚生省

厚生省による「平成 4年国民生活基礎調査」を実

験データとして, 2段抽出比推定における標準誤差

のプートストラップ推定をした. この方法が,計算

時間や簡便性の面から見て現実の標本調査における

標準誤差の推定に応用できる可能性があることを示

した.

A2‐2 不平等尺度と情報量 :再検討

法政大・経営 豊 田   敬

この報告では,エ ントロピー概念を応用したタイ

ルの不平等尺度とその一般化である一般化エントロ

ピークラスの不平等尺度とについて,所得シ■ア分

布と人的シェア分布 との乖離によって不平等度を測

るという観点に立てば,こ れらの不平等尺度は情報

量と自然な形で関係がつく,と いう事実を指摘した.

具体的には次の 2点である :(1)タイルの尺度は

カルバック=ラ イプラ́―情報量に他ならない。 (2)

一般化エントロピークラスの尺度は/ニ ダイブァー

ジェンスのサブクラスである.

A2‐3 分配構造の曲面解析

東京経済大学 田 口 時 夫

従来の確率変数の特性関数は,所得分布に対し,

不在であるか難解であった.新 らしい簡潔な特性関

数を,所得分布の集中曲線のスカラー場で与えた.

その勾配は昨年度報告の集中力に対応する事を示

し,力学的観点の成立とその妥当性を示した。

スカラー場の定義領域は単位平面 (曲面にあって

は単位立方体)に拡張可能であり,そ れにより分配

力とそのポテンシャル及び分配曲面を定義した。分

配曲線は,報告者が大きさに提案した完全集中曲線

に二致する事を示した.若干の新らしい推論形式を

示した。       .
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A2‐4 本邦簡易保険事業展開の分析

東京理科大学 矢 島 敬 二

本邦における簡易保険事業は1916年に発足する

が,推進者はこめ事業をわが国独自のものとし,藤

沢利喜太郎は1927年ロンドンでの国際アクチユア

リニ会議に論文を送り英国の郵便保険制度とは基本

的に異なるとする.当時の有識者たちが国際的な視

野と見識をもっていたことを否定するoのではない

が,実態はそれほど単純ではないのではないかと思

われる.

A2¨5 同友会調査に基づ く中小企業景況統計の ミ

クロデータ解析

立教大学 岩 崎 俊

立教大学 菊 池

中央大学 坂 田 幸

90年第 1四半期より実施されてきている「同友会

景況調査1(中小企業家同友会,四半期ベース)に つ

いて個票レベルから検討した結果を報告した.景況

統計は判断項目を中心とする調査であり,そ の指数

化の問題について回答構造のレベルから検討した。

今回の論点は,業況回答の総括性,変イじ方向回答と

水準回答の関連性,欠損値の処理のあり方を中心と

した.

A2=6 府県労J生産の長期推計一農林水彦業下

静岡県大 大 平 純 彦

県民経済計算の長期系列整備のァ環として大正・

昭和期の農林水産業の付加価値を府県別に推計した

結果について報告した.

農業については最終産出額を「農商務統計表一農

林省統計表」等からとった.付加価値額の推計につ

いては先行研究で開発された方式を比較検討し,推

計結果を提示した.推計系列は戦後よりも大きな変

動を示したが,そ の解釈は基礎データの吟味を含め

て今後の検討課題に残された.林業,水産業につい

ては,最終産出額に付加価値率を掛ける方式で推計

し,そ の結果を提示した。

A2‐7 市民ムルグの「統計学試論」について-19世

紀中葉までの仏・学
=院

と統計学一 (1)

立正大・経 大 越 信 孝

1796年にフランス学士院数学・物理学部会にムル

グによって提出されたモンペリエ住民の出生,結婚

および死亡に関する政治算術的な内容の論文と,こ

の論文に若干加筆し「統計学試論」と題して数年後

第 26巻 第 3号 1996

に提出された論文とをめぐって,当時の同部会は政

治算術的な内容には少なからざる関心を示したが,

統計学そのものにはほとんど関心を示さなかつたこ

と,しかし在野の研究者達の中には,こ の論文蕉統

計学め論文として積極的に評価する人達がいたこと

を示した.

A2‐8 現代大学生の環境問題に対する意識につい

て

統計研究会 河 野 仁 志

本報告は,平成8年 4月 から5月 にかけて行われ

た,地球環境問題に対する現代大学生の意識調査の

結果である.調査の内容は,現代文明社会の存続が

地球環境悪化により,可能かという問ぃを中′いに,

環境保護に対する意識の強弱を207変勢にわたつて

調査した.そ の結果,現代の学生は現代文明社会の

未来について,暗いと思っている人が 43%を占めて

いることがわかり,環境問題に対する対応方法の変

更が求められることも明確になった.

A2二9 子沢山の減少

日大人口研 大久保 正 一

人口動態統計を資料とし順位別出生数推移を検討

した。資料は 1子から5子以降までの 5分類 となっ

てtゝ たざ順位別出生数推移を1947年から1992年ま

で描いた.1947年当時 1子から5子以降まで出生数

は互いに接近していた.1947年から1970年代はじ

めにかけ1子と2子の出生数は増加し,そ の後減少

に転じた。 4子 と5子以降は,こ の間減少の一途を

辿り,と くにその減少が 5子以降に著明におきた.

子沢山は減少した。

A2‐10 出産期間の短縮

、・   日大人口研 大久保 正 一

結婚から産みじまいまでの年数を出産期間とす

る.初婚年齢は次第に高年齢にうつり晩婚が進んで

いる.∵方産みじまいは次第に早まり若年齢に向つ

ている。従つて出産期間は短かくなってvゝ
る.

人口動態統計を資料とし妻の婚姻年齢分布と母の

年齢別出生数分布の年次推移を描き検討した.母の

高年とくに50歳以上出生数は減少がとくに顕著に

発生していた.一方妻の50歳以上婚姻数は最近に致

って顕著に増加していた.高年齢で結婚はするが子

供は産まないという現象が発生していた.

夫

進

繁
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9月 9日 (月 )(午後 B会場)

共通テーマ :不完全データの統計解析一理論と実際

一 (Ⅱ)  ｀

座長 東京理大・理 清 水 邦 夫

B‐1 2変量正規不完全標本からの共通相関関係の

最尤推定

東京理科大学理学部 南   美穂子

東京理科大学理学部 清 水 邦 夫

いくつかのクラスに分かれた, 2変量正規分布に

従う観測値があり;平均と分散はクラスによって異

なるが相関係数は同じである場合を考えた。観測に

は欠測が起こることを想定して相関係数は最尤法と

制限付き最尤法で推定した.推定値の漸近分散を求

め,漸近分散安定化変換についても考察した。実デ

ータヘの適用例 とシミュレーション結果を示し,推

定値の性質を比較した.

B‐2 単調欠測データに基づ く多変量正規分布の最

尤推定量一基本的性質及び簡便推定量との比

較一

広島工大 `環境 神 田

広島大学 `理 藤 越

欠測値がある場合の多変量正規分布に関する推定

問題を考察した.そ の欠測のタイプが単調型のとき,

ステップ数が 2と 3の場合に母数の最尤推定量の具

体的表示を求めてその性質を述べ,ま た,欠測のあ

る標本を無視して構成育れた簡便推定量との比較を

行った.さ らにステップ数が 4以上の一般の場合に

ついては変換母数の最尤推定量について,い くつか

の基本的性質を与えた.

B‐3 Double shrinkage eStimatOrs in the

GMANOVA model
一橋大学 刈 屋、武 昭

千葉大学 今 野 良 彦

ラトガース大学 W.Eo Strawdeman

GMANOVAモ デクレにおいて,ダブル
`シ

ュリン

キッジ推定量のクラスを示し, ミッシングデータ間

題との関係を議論した.

B‐4 Kernel truncationに よる局所尤度法

統計数理研究所 江 口 真 透

観測データ(■ ,… ,幼)が統計モデル y(″ ,θ):θ (

aから与えられたと仮定する.密度推定の古典的な

パラメトリックな方法はθの最尤推定量 θにより,

密度関数を/(■,の と推定する.一方でパラメトリッ

クな情報が得られないと。きは核型密度推定などノン

パラメトリックな方法を利用する.しかしながら,

あらかじめデータがパラメトリックなモデルに従っ

ているかノンパラメトリックな設定であるか分かる

ことは稀である.′
この発表ではどちらの設定であっ

ても或はその中間的な場合でも有効な密度推定のた

めにデータの人工的廿ancationに 基づいて局所尤

度法を提案した。

B`5 時系列の欠測値の処理について

統計数理研究所 北 川 源四郎

統計数理研究所 荒 畑 恵美子

時系列の状態空間モデルと状態推定のアルゴリズ

ムを用いると,欠測値の処理を極めて簡単に行なう

ことができる.フ ィルタリングにおいては,欠測が

存在する場合の処理は対応する時点のフィルタのス

テップを省略するだけでよい.こ れを利用すること

により,パラメータの推定や,欠測値の補間などを

行うことができる.発表では,欠測値のパラメータ

推定,スペクトル推定への影響や多変量モ‐デルの場

合の問題点などについても報告した。

B‐6 0n estilElation of a stationary process vrlth

lrlisslng observations

東京大学経済学部 矢 島 美 寛

欠測値が存在する定常過程に対する自己相関関数

の推定量として竹内 (1995),Parzen(1963),D岬 ‐

mlllr and Robinson(1981)各 々によつて提案された

方法の漸近的性質について比較した。その結果短期

記憶モデルに対しては,竹内によって提案された方

法が大概の場合最良であること,長期記憶モデルに

対しては,すべて同じ極限分布を持つことを明らか

にした.

9月 9日 (月 )(午後 C含場)

多変量解析 (Ⅱ )

座長 大阪電気通信大 辻 谷 将 明

C‐1 2群判別における誤判別確率に対する漸近展

開の挙動

明星大学 塩

東京理科大学 岩

東京理科大学 瀬

多変量解析における推測に使われる漸近展開公式

の精度に対する有効な近似的上限を構成する方法を

開発し,昨年の大会で発表したが:こ のラインに沿
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い必要な修正を加えて, 2群判別の誤判別確率の場

合を取扱った.漸近展開の挙動を詳細に検討して上

限公式を構成するパラメータの対象範囲を決定する

と共に,上限のモデル関数形を設定した。完成する

までに重要なデータの選択が残っている.

C‐2 判別分析におけるプー トス トラップバイアス

推定の変動減少法

千葉大学病院 本 多 正 幸

九州大・数理 小 西 貞 則

判別分析における見かけ上の誤判別率のプー トス

トラップバイアス推定において生じる誤差変動の減

少法について検討した.母集団確率分布として,混
合多変量正規分布を仮定したモンテカルロ実験を行

い,線形判別関数,二次判別関数を用いたノンパラ

メトリックなプー トストラップ法に加えて,多変量

正規分布を仮定したパラメトリックモデルを考察し

た.そ の結果:提案した方法の有効性が数値的に検

証された.

C‐ 3 Distance between populations on the m破¨

tuie of categorical and contin■ ous variables

,成嗅大学経済学部 中 西 寛 子

離散型変数と連続型変数が混在するデータについ

て,前回提案した母集団間の距離 Dス を再度考察し

た.今回はスの値に注目し,い くつかの性質を示し

た.ま た,数値例を用いて比較を行らたちノ の性質

のうちの一つである凸性に注目することによって,

離散変数に対する変数選択の可能性を示した.具体

例では示していないが,本性質は連続変数の変数選

択にも用いることができる。これらに関する判別法

についても考察した.

C‐4 制約付き正準相関分析における推測

東京理科大・理工 鈴 川 晶 夫

制約付き正準相関分析は,正準変量を与える係数

ベクトルに対して線形制約を付加した場合の正準相

関分析として,Yanai and Takane(1992)に より定

式化された。本報告では,こ の制約付き正準相関分

析における次の統計的推測問題にういて議論した.

(1)制約付き正準相関係数が制約をおかない通常の

正準相関係数に等しいとする仮説の検定問題,制約

をおくことによる正準相関係数の減少量に対する区

間推定問題。(2)制約付き正準相関分析における有

効正準変量の個数の推定問題.

第 26巻 第 3号 1996

C‐5 カテゴリカルデータ解析における診断の考彙
′ 帯広畜産大・教養 種 市 信 裕

北大・工 今 井 英 幸

北海道教育大 関 谷 祐 里

Andersenは セル確率が未知パラメータにより表

現される多項モデルのパラメータ推定における各セ

ルの影響力評価の手法として,回帰診断における

Cook距離に対応する指標およびこの指標の近似方

法を提案した.本報告ではシミュレーション等を用

いてこの指標の近似の性能について考察を行い,さ

らに近似の改良を試みた.

C‐6 連関モデルと正準相関分析

大分医科大学医学部 江 島 伸 興

大分医科大学医学部 豊 澤 英 子

RC(M)連関モデル (Goodman,1979)は 2元分

割表の連関分析 (the analysis of association)の た

めに提唱されたが,Cilula and Haberman(1988)

はこのモデルを高次の分割表の分析に適用し, 2個

の順序変量間の連関分析を行っている。本報告は 2

変量正規分布 とRC(1)モ デルを比較 した B∝ker

(1989)及びGoodman(1981)の 拡張で,RC(M)
モデルと多変量正規分布の比較を行った。RC(M)
モデルが離散化多変量正規分布を近似することを示

した.

C‐7 -般化星座変換モデルについて
‐        津山商高 菅 野 長 武

説明変数空間を変換することにより,重回帰分析

法よりも精度の良い予測値を得るという星座変換モ

ディレ (1988)や三角級数変換モデル (To S.L,1994)

が提案されているが,残差平方和の最小化に際して,

いずれもモンテカルロ法を用いて近似値を求めてい

た.そ こで本稿に於いて,T.S.Lモ デルの予測変数

に与えられる重みの制約条件を外し,交互最小二乗

法を用いてパラメータの最適値を求める一般化星座

変換モデルを提案し,大気汚染測定データ等の解析

を行った結果を報告するとともに,星座変換の数理

についても報告した.
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9月 9日 (月 )(午後 Al会場)

統計一般理論 (11)

座長 統計数理研 江   金 芳

Al‐1 カテゴリカルデータの散布度の概念につい

て

統計数理研究所 鈴 木 義一郎

名目尺度のカテゴリカルデータには平均のような

尺度はないが,「平均差」に対応するものを考えると,

散布度の尺度を与えることができる.『 日本人の国民

性調査』のデータを例に,こ の尺度が質問に対する

回答パターンの相違を端的にはじきだすのに有用で

あることを示した.ま た順序尺度の場合にも同様の

尺度が定義でき,こ の場合には標準偏差とほぼ同じ

ような値をとるが,平方値をとらないので,標準偏

差よりも散布パターンを的確に与えていることも示

した.

Al‐22m型アンバランス ドデータによる線形回帰

の推定

愛知大学 築 林 昭 明

農家経済調査結果で,経営全体の労働時間,固定

資本額,粗収入,経費,所得等のうち,部門別に利

用できるものは粗収入の外には作付面積,飼育規模,

生産額に限られている.他の指標についても部門別

データが経営分析にとって不可欠である.こ の部門

別指標推定のため回帰モデルを構築したが,統計的

にはアンバランスドデータによる分散分析 と同様に

一見複雑な結果となったが,実態を反映するものと

して十分解釈できるものであった。また,推定され

た結果は統計的注意を必要としないほど,利用にた

とえるものであった.

Al¨3 最小 MSE推定量とStein型 推定量の平均自

乗誤差の比較

神戸大・経済 大 谷 一 博

本報告では,最小平均自乗誤差 (MMSE)推定量

および自由度修正 MMSE推定量の平均自乗誤差を

導出し,Stein型推定量および正値 Stein型推定量の

平均自乗誤差 との数値比較を行うた.MMSE推 定

量の自由度修正の効果は,非心パラメータの値がゼ

ロに近いとき顕著であり,かつ非心パラメータの広

い範囲にわたってMMSE推定量の平均自乗誤差は

自由度修正によって改善されることが示された.ま

た,自由度修正 MMSE推定量は,非心パラメータの

広い範囲にわたって正値 Stein型推定量よりも小さ

な平均自乗誤差をもち得ることが示された.

Al‐4 0n the Variance of the Feasible Lettt

Squares Estimator

早稲田大・理工 井 上   淳

力標本の Graybill‐ Deal推定量 ′tCDを 一般化した

ある不偏推定量 ′κを考え,適当な正則条件の下で

′たの分散の漸近的な評価を行った。それによ,り ′た

が作る推定量のクラスの中で分散の極限が最小にな

るという意味において最適なものが存在する事が分

かり,′″が漸近的に改善される場合がある事を示

す事が出来た.

Al‐5 システム故障時間の区間予測

弘前大・理 ニツ矢 昌 夫

石巻専修大・理工 高 橋 宏 下

%個のユニツトからなるシステムを考える。ユニ

ットの故障時間は同一の指数分布または 2母数指数

分布に従い,互いに独立であることを仮定する.そ

して,ユニットの寿命試験によって打ち切 リデータ

が与えられているとする。このとき,一般のシステ

ムに対し,システム故障時間の予測区間作成に利用

する統計量の分布について報告した.ま た,具体例

として,プリ

'ジ

システム等の予測区間について報

告した。

Al‐6 Consecutive‐ ■‐out=of‐ ■:Fシ ステムの生

存時間の分布

大阪大・基礎工 安 芸 重 雄

統計数理研究所 平 野 勝 臣

%個の componentsか ら成るシステムにおいて,

∞mponentsの 寿命の分布が独立 とは限らない場合

にシステムの生存時間の分布を求めるための一般的

な方法を示した.ま た,consecutive‐ 1‐ out‐of夕 :Fシ

ステムにおいて,そ の方法が使えるような実際的な

依存モデルを提案した。いくつかのたとπの値に対

してシステムの生存時間の分布の密度関数を計算し

て,独立な場合との比較を行つた.

Al‐7 極値分布と指数逆ガウス型分布のある一般

化について

´統計数理研究所 金 藤 浩 司

広島大学工学部 岩 瀬 晃 盛

実数上で定義された歪度がゼロでない分布として

ガンベル分布 (タ イプ 1の極値分布)がある.ま た,

ガンベル分布同様,歪度がゼロでない実数上で定義

された分布として指数逆ガウス型分布がある.
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本報告では,新たに一つの無名数の母数を導入す

ることにより,こ れらの二つの分布の一般化を行っ

た。本報告で提案した分布は,正規分布を含み,母
歪度が自由に変えることが出来る分布である.

今後の課題としては,理論的な性質のみならず実

際のデータヘのこれらの分布の適用の有効性に対す

る考察が残されている.

Al‐8標 本相関係数の分布のパーセン ト点の高次

の近似について

筑波大・数学 赤 平 昌 文

筑波大 ,数学 鳥 越 規 央

2変量正規分布の相関係数ρに関する推測にお

いて標本粕関係数Rの分布のパーセント点は重要で

ある.本報告ではRの分布を正規統計量と2つのカ

イ統計量との線形結合による統計量の分布にして

Cornish‐ Fisher展開を用いて新しい近似式を導出し

た.そ れを数値計算した結果,そのパーセント点は

標本の大きさが20の ときにρが1に近い場合を含

めて小数点以下 4桁目までほぼ真値に等しいことを

示し,ま た従来の近似式よりもかなり改善されるこ

とも示した.

Al‐9 K一L情報量 と一般化ルジャン ドル変換によ

る多変量密度関数の近似

統計数理研 松 縄

総合研究大学院大 山 田 智

多変量の修正 K一L情報量と一般化ルジャンドル

変換を用い,多変量指数型分布族に関連する密度関

数の一様近似を,そ の近似主領域と関連づけて評価

した.本研究は,Barron(1991,AS)力 多ゞ次元で考

察したものの単なる拡張ではなく,問題の設定と解

釈を大幅に異にし,数学的な展開と物理的意味づけ

も明確なものにした。

9月 9日 (月 )(午後 A2会場)

官庁統計

座長 東京理大・経営 寺 崎 康 博

A2‐1 統計研修の現状と課題

総務庁統計局 伊

総務庁統計局 松

総務庁統計センター 高

総務庁統計センター・統計研修所は,国・地方公

共団体及政府関係機関の統計実務者や統計利用者に

対し,統計に関する種々な研修を行っている.最近

の統計研修所への研修生の動向と,そ れに応じた統
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計研修の在 り方について報告した.

A2‐2 1995年統計環境実態調査=国勢調査員調査

:こ●いて

九州大学・経済 近   昭 夫

熊本学園・経済 永 井   博

大分大学・経済 西 村 善 博

九州大学・経済 濱 砂 敬 郎

鹿児島大・法文 松 川 太一郎

九州大学・経済 朝 倉 啓一郎

平成 7年度国勢調査が行われる機会に,全国 5地

点 (東京・町田市,福岡市,熊本県矢部町他 5町村,

鹿児島県知覧町他 6町,長崎県五島 5市町,調査対

象総数 2400名 )に おいて国勢調査員を対象として,

統計調査環境の実態に関する意識調査を実施した。

本報告では,国勢調査員調査の問題視角と方法を紹
´
介し,国勢調査環境にあらわれた政府統計の問題点

と統計意識の具体相を考察した。

A2‐3 統計調査環境の現状 と国勢調査員の統訃意

識

統数研 坂

立命館大 池

法政大 森

中央大 坂

明治大 藤

報告では,九州大学経済学部統計学研究室を実施

本部として 1995年に実施した国勢調査調査員の意

識からみた統計調査環境の変容にっいて,集計結果

に基づいて報告を行った.なお,本調査は,1980年

に九州大学で実施した調査員調査ならびに 1994年

の調査客体調査 と調査対象地点をできる限リパネル

的に調整して企画 0実施したものである.

A2‐4標 本調査区の重複排除と母集団統計量への

影響評価

東大社会科学研 松 井   博

総務庁統計局 小 林 良 行

統計局では,報告者負担の軽減 という実務的な観

点から,一定期間内に実施される複数の標本調査の

調査区が相互に重複しないようにしている.こ の重

複排除の方法を紹介するとともに,そ れが母集団統

計量に与える影響についての評価結果を報告した。

A2=5 なぜ家計調査統計は過小か

慶応義塾大・商 牧   厚 志

小樽商科大・商 西 山   茂

行
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家計部門マイクロデータを利用して需要分析を行

う場合に現れるゼロ支出世帯が「当該財を購入しな

かった世帯」と「購入はしたが金額を回答しなかっ

た世帯」から構成されると想定した.財に対する需

要をトービットモデルにより,回答の記入をプロビ

ットモデルにより構築した.家事用耐久財,被服 ,

教養娯楽用耐久財を対象に推定すると,得られた回

答率はマクロ統計と比較した際の乖離率と整合的で

あった。

A2‐6 消費関数の安定性について

青山学院大・経済 美 添 泰 人

青山学院大・総合研究所 荒 木 万寿夫

家計調査の年間収入階級別データを用いて,消費

者物価指数でデフレー トした可処分所得と消費支出

の関係を見ると,1951年 から現在に至るまで,1974

年と1975年の 2年を除けば,かなり安定した線形関

係にある.こ うした消費関数の長期間にわたる安定

性 と第 1次石油危機後の特徴的な変動とを,所得階

層間での資産・負債構成の相違,期待物価上昇率と

現実の利率との差によって説明することを試み,各

種のモデ′レを推定した。

A2‐7 家計調査における分布統計を利用 した消費

者行動の分析

総務庁統計局 桑 原 廣 美

家計消費をめぐる最近の事象の一つとして,「価格

破壊」と「消費者の低価格志向」があげられるが,

消費者行動は高級化と低価格化が併存している場合

もあり,平均値だけでは変化内容を十分に捕捉する

ことはできない.こ うした変化内容を捕捉しその意

味合いを検証する一つの手法として,家計調査にお

ける品目別データから 1購入当たりの購入価格分

布,購入数量分布のほか,躍 日別の購入分布を計測

することによりぅ最近時の消費行動の変化を解明しっ

た.

9月 9日 (月 )(午後 B会場)

時系列解析

座長 大阪府大・総合科.林   利 治

B‐1 0nLけ ge De宙 ation Principle of Seヤ eral

Statistics for .Short‐ and Long‐ IIlemory

Processes

大塚製薬 (株)佐  藤 俊 之

北海道大・経済 柿 沢 佳 秀

大阪大・基礎工 谷 日 正 信

この論文では,短期及び長期記憶正規過程に対す

る重要な統計量の大偏差原理を示し:こ れらの漸近

性を表す比率関数をソフトウェアを用いて数値的に

評価 した。また,短期記憶正規定常過程に対するス

ペク トル母数の最尤推定量の Bahadur効率 を議論

した.  ,           I

B‐2 鮨 即 ptotic Expansion of M¨ estinator over

Wiener space

名古屋大・工 阪 本 雄 二

統計数理研 吉 田 朋 広

一般の確率空間上の 1次元 M―推定量に対して,

存在と一意性,お よび確率展開についての十分条件

を与えた.こ のM―推定量のウィナー空間への引き

戻しに対して,マ リアヴィン解析による漸近理論を

適用することで,M―推定量の分布関数の漸近展開を

与えた.ま た,M―推定量の確率展開の主要項がジャ

ンプを持つヤルチンゲールの場合についても,同様

の展開を与えた.

B‐3 定常時系列に対する非線形予測量の統計的性

質について

東工大情報理工 松 田 安 昌

大学入試センター 藤 井 光 昭

定常な時系列に対する線形な予測量と非線形な予

測量の予測誤差の関係に着日した.一般に線形予測

量は非線形予測量の特殊な場合と考えられるため,

サンプルサイズが大きい時には当然,非線形予測量

の予測誤差は線形予測量の誤差よりも小さくなる.

一方サンプルサイズが小さい場合,両予測量の関係

は明らがではない。本報告では,特定の非線形モデ

ルを仮定せずにノンパラメトリックな予測量を構成

し,予測誤差とサンプルサイズの関係について調べ

た。 1.

B‐4 有色雑音下の繰返し観測の時間軸対応

工技院・機械研 野 村   昇

′同じ平均関数を持つ複数の系列が有色雑音のもと

で観測されたときの,時間軸対応の推定について考

察した.観測時間を長くすることにより時間軸対応

の一致推定量が得られるが,系列の本数が限られて

いると,平均関数の一致推定量が得られず漸近分散

も平均関数が既知の場合より大きくなる。これに対

し,系列の本数が増大する場合について考察を行う

と,平均関数め一致推定量が得られ,時間軸の対応

関係の推定量の漸近分散が平均関数既知の場合の大

きさに収東することが分かつた.



日 本 統 計 学 会 誌

B¨ 5 Variable selection and Estil■ ator Shrink‐

age in Botter Plant System ldentiacation

総研大 黄   撫 春

統数研 尾 崎   統

By using more other recording exOgenous vari‐

ables,the fltting error is si≦ ュuflcantly reduced in the

boiler plant systeln identiflcation while using a

Simpler rnodel and less nmber of parameters than

the classical approach.  Uslng some statistical

techniques、 like ridge regression,least absolute

estimation, subset selection 宙a Mallow's Cp

method and Tibshirani's Lasso 、we further

simplifled the model and overcomed the possible

multic61linearity difttculty.  The established

model is interpretable,and containes the infotta‐

tion of the ittp6rtance of eaこh variable.

B‐6 脳磁界データによる誘発電位の発現時点の推

定

東京都神経科学研 逸 見   功

感覚器官を刺激することにより脳で発現する誘発

電位の脳磁界時系列データを,発現時点までは定常

過程,発現後は平均が変動する非定常過程 と`してモ

デル化した.本報告では,発現時点を推定するため

に,脳磁界データに局所的に直線をあてはめ,直線

の傾きが 0でなくなる時点を発現時点の推定量とす

るノンパラメトリックな方法を提案した。シミュレ

ーションにより他のノンパラメトリックな推定法と

比較した結果,提案した方法は,平均値関数がある

種の場合に推定誤差が小さかった.

B‐7 発展型スペク トルモデルを用いたスペタ トル

分布の予測

北海道木学 甫喜本

天下井

木 村 暢

大学入試センター 藤 井 光

海洋学や海洋工学の分野で報告されているよう

に,風波の発達時における海面変動は非定常性を示

すことが知られている.実際この状況における海面

変動のデータよリピリオドグラムを用いてスペクト

ル密度を推定すると時間と共にパワーが最大となる

時の周波数が緩やかに変化することが観察された。

本報告では Priestleyに よって提案された発展型ス

ペクトルに基づき,非定常スペク トル密度の変化を

予測する方法について考察を行った.
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B‐8,遺伝的アルゴリズムフィルタを用いた時変次

数モデルによる非定常スペクトル解析

広島市立大学 生 駒 哲 下

地震波のように,振動の複雑さ自体が時間的に大

きく変わるような不規則振動デニタに対して,モデ

ルのパラメータ及び次数の両方が時間変化する方法

を用いるふたつのモデルを提案した.一つは時変係

数 ARモ デルに基づくもの,も う一つは時変ピーク

周波数モデルに基づくものである.これらのモデル

中の時変要素の推定には,遺伝的アルゴリズムフィ

ルタを用いた.提案モデルによる地震波データの解

析結果について報告した.

B‐9 余震活動の統計モデルによる「残差」解析

総合研究大学院大学 郭   振 棋

統計数理研究所 尾 形 良 彦

余震デ‐夕に対して,そ のデータ数が多くなるに

従って情報量の多いETASモ デルが改良大森公式

よりも適合性が良くなる.ETASモ デルにようてあ

てはめた「残差」過程の統計的特徴を下限マグニチ

ュードを変えてみて調べた.

B¨10 モンテカルロフィルタによる複合 VARモ
デルの同定法

旭川大学・経済 姜   興 起

統計数理研究所 北 川 源四郎

非定常なVAR成分を含む複合 VARモ デルの同

定法として,一般状態空間モデルを拡張した階層的

一般状態モデルとそれを推定するための 2段階モン

テカルロフィルタを提案した。階層的一般状態空間

モデルとは,一般状態空間モデルにおける状態ベク

トルが,さ らに他のベクトル (超状態ベクトル)に

依存し,超状態ベクトルは非線形確率差分方程式で

表現できると想定したものである.そ の推定法とし

て,超状態ベクトルと状態ベクトルに関して, 2段

階に分けてモンテカルロ法を実行するアルゴリズム

と最小 AIC法でモデルを選択する手続きを提示し

た.最後に,経済データおよび地震データの解析の

過程および主な結果を示した.

司
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多変量解析 (III)

座長 成膜大・工 岩 崎   学

C‐1 多変量正規分布に関する諸定理と関連問題の

幾何学的考察

明星大学 宇喜多 義 昌

曲面z=ら(″lμ,動 の等高線表示はダ円体系で,

特にダ円体系が (1)中心μの円 (球)体系なら=
χんN(μち′)X工,(2)中心μの準標準ダ円体系=
χ～N(μぁ′)K二 (3)中心μの一般ダ円体系～X
んル (μ,Σ),(3)の場合は変量成分の独立性をもつ

ように, y=Px(座標変換)して ИLと する。

上記の考察に基づき:linear Model(″ =二αみ=
A∴ y(■)=♂fp)の 分散分析,回帰分析を考察した.

更 にgeneraHinear Model(μ=乃み=乃 ,7(″)=

Σ>0)の分散分析を考察 して,可能なμに関する

Null Hypothesis,ご μ=0を調べた.

C‐2 量的変数のクラス分けにおける曖昧さの扱い

方

成膜大学 上 田

野 FHl

数値データのクラス分けについてはAICを用い

たヒストグラムの最適化があるが,そ のクラス分け

を数量化理論 1類, 2類などクラス分けデータを用

いる方法に適用した場合に有効であるかどうかは定

かではなかった。また,ク ラスの真ん中の値と端の

値とではそのクラスヘの帰属度が異なると考えられ

た.そ こでクラスヘの帰属度をファジィ理論で使わ

れる帰属度 (メ ンバシップ)関数で表現し,そ の効

果を数量化理論 2類へ応用して,AICを用いたクラ

ス分けと比較してみた。

C‐3 等質性分析による一次元尺度構成とその分類

への応用

総合研究大学院大学 中 村 好 宏

総合研究大学院大学/
統計数理研究所 馬 場 康 維

本報告では,連続量のデータの分析としての等質

性分析に関する若干の考察を行い,主成分分析法と

等質性分析法を組み合わせた手法として,主成分へ

の射影による変数の分類法を提案した.ま た提案し

た手法の性質と,他の展開の可能性について考察を

行った.

C‐4 Principal Pointsが 3以上の場合における配

置について

北海道大学工学部 清 水 信

北海道大学工学部 水 田 正

北海道大学工学部 佐 藤 義

クラスター分析における「最適な分割数」を求め

る方法は数多 く提案されているが,連続分布が与え

られたとき,そ の分布の「最適な分割数」について

の理論の構築が期待される.

本報告では,多変量分布におけるある種の代表点

の集合であるPrincipal P6intsに 着日し, 2変量標

準正規分布におけるPrincipal Pointsが 3以上の場

合における配置について考察した。

C‐5 作文過程における認知パタンの解析

島根医科大学 安 田

ウォーリック大学院 原   優

統計数理研究所 江 口 真

作文過程における認知活動の時刻パタンの解析を

した.初期段階スコアと終期段階スコアが認知活動

の時刻パタンを全域的に評価することによって提案

された.実際のプロトコルデータに対して求められ

た各スコアとそれぞれ作文の評価との因果性分析に

ついて報告した.

C‐6 請順規則による言語の 2パラメァタモデル

統計数理研究所 上 田 澄 江

統計数理研究所・

総合研究大学院大学 伊 藤 栄 明

130言 語 19項 目の語順表を解析することによつ

て世界の言語の分類を試み,側置詞が分類の指標 と

して最も重要であり,今まで分類上関係のないもの

とされてきた前置詞・後置詞を共にもたない無側置

詞言語が日本語などの後置詞をもつ言語と同じカテ

ゴリーに属するとすることが妥当であることを示し

た.ま た,「数詞と名詞」の語順が第 2の指標 として

考えられることを示した.こ れは分割表データにお

ける変数選択の方法 (坂元 (1985))を 用ぃて抽出し

た。
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